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秀

　

本
書
は
著
者
が
昭
和
五
十
九
年
五
月
に
学
位
請
求
論
文
と
し
て
立
正
大
学
に
提
出
し
た

『
法
華
経
菩
薩
思
想
の
基
礎
』
に
さ
ら
に
幾
つ
か
の
論
文
を
追
加
し
、
加
筆
修
正
か
な
ご

れ

た

も
の
で
あ
る
と
言
う
。

　

本
書
の
構
成
は
大
き
く
は
三
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
即
ち
、
序
論
「
衆
生
を
救

済
者
と
す
る
経
典
」
、
第
一
篇
「
序
品
の
研
究
　
　
『
法
華
経
』
の
位
置
を
示
す
章
一
、
第

二
篇

「
法
華
経
菩
薩
思
想
の
基
礎
」
で
あ
る
。

　
著
者
は
序
論
で
自
己
の
法
華
経
研
究
の
視
点
を
三
つ
提
示
し
て
い
る
。
①
『
法
華
経
』

全
体

を
1
つ
の
ま
と
ま
っ
た
経
典
と
し
て
見
、
こ
れ
を
研
究
対
照
と
す
る
姿
勢
が
必
要
。

と
は
言
え
、
＠
成
立
史
的
視
点
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
③
『
法
華
経
』
特
有
の

説
得
の
手
法
を
念
頭
に
置
い
た
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
言
う
。
そ
し
て
注
記

（p
p
・
　
8
－
2
t
）
に
は
近
代
に
於
け
る
法
華
経
研
究
の
書
誌
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
、
法
華
経
の

成
立
過
程
・
成
立
年
代
に
言
及
し
た
諸
学
者
の
見
解
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
注

記
か
ら
、
法
華
経
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
最
近
ま
で
多
大
の
影
響
を
与
え
て
き
た
布

施
浩
岳
博
士
の

説

を
は
じ
め
と
す
る
諸
品
の
段
階
的
成
立
論
と
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
反

省
の
諸
品
同
時
成
立
論
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
．
、
著
者
は
両
論
に
お
け
る
諸
説
を
こ
の

注
記
の

中
で
批
評
判
定
す
る
こ
と
は
避
け
て
い
る
が
、
②
の
視
点
を
重
視
し
て
い
る
点
で

は
同
時
成
立
論
に
組
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
仏
塔
信
仰
と
経

巻
供

養
の
問
題
等
に
つ
い
て
諸
晶
問
で
記
述
態
度
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て

苅
谷
博
士
の

所
論
の

前
提
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
『
法
華
経
』
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
成

っ

た

こ
と
が
す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
の
成
立
を
意
味
す
る
と
い
う
立
場
に
は
同
意
す
る
が
、

　
　
　
　
　
書
　
　
　
評

言

う
と
こ
ろ
の
諸
品
が
同
時
に
成
立
し
た
と
の
結
論
に
は
俄
か
に
は
承
認
し
が
た
い
」
と

す
る
r
p
．
　
6
．
1
）
。

　
布
施
博
士
、
塚
本
啓
祥
教
授
な
ど
の
段
階
的
成
立
論
老
は
「
不
須
復
安
舎
利
」
（
大
正

9
．
　
3
1
b
2
。
；
　
K
e
r
n
　
2
3
1
・
　
9
－
1
0
）
を
舎
利
安
置
の
否
定
、
「
、
不
須
爲
我
復
起
塔
寺
…
…
供

養
采
僧
，
（
大
正
ρ
」
已
）
呂
二
ぐ
・
三
葵
こ
。
・
『
ご
「
不
須
復
起
塔
寺
」
（
大
正
O
・
・
ロ
〔
・
］
竺

六
〇
；
ω
ω
㊤
゜
つ
c
ご
を
ス
ツ
ゥ
ー
パ
建
立
の
㎏
ポ
止
と
理
解
す
る
が
（
三
）
°
W
O
一
1
ω
O
心
）
、
梵
文

テ

キ

ス

ト
や
妙
法
華
を
あ
り
の
ま
ま
に
読
め
ば
、
当
然
、
平
川
彰
博
士
、
苅
谷
定
彦
教

授
の

反
論
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
よ
う
（
三
言
一
ω
ω
］
ω
ω
゜
二
〇
に
－
3
o
s
）
o
著
者
は
苅
谷
教
授
が

「
法
華
経
に
於
い
て
に
、
〔
巴
ロ
，
p
と
い
う
語
は
筆
三
ら
、
塔
）
と
同
一
の
意
味
で
あ
＝
、

普
通
に
『
佛
塔
」
を
表
わ
す
言
葉
」
と
い
う
の
に
疑
問
を
提
出
し
（
】
）
°
2
0
3
）
、
「
私
見
を

述
べ
る
な
ら
ば
、
『
法
華
経
』
の
〔
三
｛
＞
p
ご
経
自
身
が
説
ー
通
り
、
構
造
的
に
は
三
＝
℃
智

と
変
わ
り
な
く
、
仏
塔
信
仰
の
流
れ
の
中
で
言
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」

（
p
・
　
2
0
3
）
と
し
、
法
師
品
と
分
別
功
徳
品
を
引
用
し
X
y
　
c
a
i
t
y
a
　
g
　
s
t
t
i
p
a
へ
の
言
い

換
え
を
説
明
！
“
，
e
　
（
p
p
．
　
2
9
2
－
2
g
7
）
o
　
そ
し
て
o
将
ニ
ピ
p
は
三
ξ
ρ
と
言
い
換
え
得
る

「
‘
構
造
物
」
を
指
す
（
」
）
・
N
C
ご
と
指
摘
す
る
。

　
序
論
、
第
二
章
で
・
・
ρ
芸
（
≡
①
三
£
3
，
祭
へ
の
言
及
が
あ
る
。
著
者
は
m
p
目
＾
二
を
三
る
3
、
ρ

を
羅
什
が
「
随
宜
所
説
二
、
随
宜
説
法
」
と
訳
し
た
と
し
（
三
）
°
ω
（
）
】
ω
9
、
諸
の
如
来
・

応

供
・
正
遍
知
た
ち
の
「
意
図
を
含
め
た
言
葉
」
と
し
て
い
る
（
℃
・
N
ご
。
し
か
し
、

s

a
i
p
d
h
［
i
b
h
a
s
〉
、
ρ
は
羅
什
訳
で
は
「
随
宜
所
説
意
疏
こ
ま
で
が
当
た
る
と
筆
者
に
は
思

わ

れ

る
。
も
っ
と
も
、
著
者
は
7
三
つ
（
ご
ジ
三
緬
題
、
ρ
は
様
々
な
説
と
な
る
、
そ
の
際
の

仏
の

㏄

ρ
己
巴
二
声
ぞ
（
意
図
）
は
衆
生
に
と
っ
て
難
解
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
ラ
に
ε
。
ま

た
、
注
記
に
お
い
て
く
1
）
p
．
　
3
0
－
4
t
l
）
、
『
法
華
経
』
に
お
け
る
s
a
t
p
d
h
a
b
h
a
i
j
y
a
　
Q
語
義

に

関
す
る
諸
説
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
一
篇
は
「
序
品
の
研
究
」
で
あ
る
一
、
著
者
は
と
り
わ
け
序
品
を
重
要
視
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
今
日
ま
で
「
序
品
」
は
『
法
華
経
』
研
究
の
上
で
、
あ
ま
り
検
討
の
対
象

と
は
さ
れ
て
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
．
、
あ
る
い
は
「
序
品
」
が
成
立
史
の
立
場
か
ら
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
十
四
号
）

『
法
華

経
』
の
古
層
が
成
立
し
た
時
期
よ
り
新
し
い
成
立
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
影
響
さ

れ

て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
’
し
か
し
今
日
に
伝
わ
る
『
法
華
経
＝
を
『
法
華
経
』
と
し

て

受
け

取
る
姿
勢
を
、
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
」
と
い
い
、
そ
し
て
「
法
華
経
＝
は
、
そ

れ
と
し
て
完
成
さ
れ
た
1
つ
の
経
典
な
の
で
あ
る
」
－
Y
　
C
，
r
（
I
）
．
　
6
U
；
　
i
）
．
　
6
・
；
（
2
）
）
。
序
品

は

方
便
品
以
降
の

展
開
を
暗
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
れ
相
応
の
経
の
意
図
が
あ
る
と

lll
X
y
　
（
p
．
　
6
1
＞
、
序
品
の
記
述
と
各
品
の
内
容
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
く
。

　
第
一
篇
で
は
比
丘
・
菩
薩
か
問
、
題
に
さ
れ
検
討
が
加
え
ら
れ
る
が
、
第
二
篇
で
は
中
心

課
題
が
「
、
法
師
」
へ
と
移
っ
て
い
く
。
方
便
品
・
瞥
喩
品
・
信
解
品
で
の
「
、
仏
の
子
」
が
、

法
師
品

を
境
と
し
て
、
法
師
合
p
「
ヨ
ρ
三
〉
が
葛
三
め
智
と
な
っ
て
い
く
経
の
展
開
を
詳
細
に

記
述

す
る
。
著
者
は
、
法
華
経
の
物
語
の
中
に
、
比
丘
・
菩
薩
↓
仏
の
子
↓
法
師
と
い
う

流
れ
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
経
典
成
立
史
の
段
階
的
成
立
論
の
根
拠
と
な
る
断
層
と
受
け

取
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
こ
と
を
せ
ず
に
、
法
華
経
の
構
成
上
必
要
な
手
法
と
と
る
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
法
華
経
の
塔
観
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

　
著
者
は
、
議
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
法
華
経
の
梵
漢
テ
キ
ス
ト
を
縦
横
に
引
用
し

（蔵
訳
の

該
当
箇
所
を
示
し
）
、
現
代
語
訳
を
つ
け
て
い
る
の
は
読
者
の
理
解
を
大
い
に
助

け
る
。
現
代
語
訳
の
中
で
一
箇
所
の
み
気
に
か
か
る
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
二
三
九
頁
、

　
　
b
a
h
u
－
d
e
／
t
a
－
n
a
g
a
－
y
a
k
＄
a
‘
g
a
n
c
l
h
a
r
v
i
l
s
u
r
a
‘
g
a
r
u
d
a
－
k
i
T
p
n
a
r
a
－
m
a
t
　
h
o
r
a
g
a
－

　
　
己
ρ
三
」
⑯
属
コ
5
三
豆
）
、
雪
三
三
（
望
－
ピ
三
5
戸
三
寸
已
」
）
自
呉
e
勢
一
一
〇
●
玲
グ
，
a
k
a
－

　
　
y
t
t
n
i
y
t
l
n
　
p
r
a
t
y
e
k
a
b
u
d
d
h
a
－
y
a
n
i
y
P
n
　
b
o
d
b
i
s
a
t
t
v
a
－
y
i
／
i
ヨ
芸
ヨ
い
o
p

　
　
（
K
N
　
2
2
4
．
　
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

　
　

（無
量
諸

天
、
龍
王
、
夜
叉
、
乾
凋
婆
、
阿
修
羅
、
迦
棲
羅
、
緊
那
羅
、
摩
喉
羅
伽
、

　
　
人
與
非
人
、
及
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
．
塞
、
優
婆
夷
、
求
聲
聞
者
、
求
梓
支
佛
者
、

　
　
求
佛
道
者
。
大
九
、
三
〇
下
。
」
、
　
9
6
b
7
，
　
l
　
2
2
・
1
．
　
2
）

の

現
代
語
訳
は

「
多
v
の
神
、
ヤ
ク
シ
k
’
、
ガ
ン
ダ
ル
バ
、
ア
ス
ラ
、
ガ
ル
ダ
、
キ
ソ
ナ

ラ
、
マ
ホ
ー
ラ
ガ
、
人
間
、
人
間
以
外
の
も
の
た
ち
、
ま
た
、
声
聞
乗
、
辟
支
佛
乗
、
菩

薩
乗
の
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
た
ち
を
、
」
と
な
っ
て
い
る
．
．
「
…
…
主
口
薩
乗

の

比

丘
、
…
・
：
」
の
筒
所
は
従
来
の
翻
訳
と
は
相
違
す
る
訳
で
あ
り
、
漢
訳
も
そ
の
よ
う

に

は

な
っ
て
い
な
い
。
蔵
訳
は
漢
訳
「
求
辟
支
佛
者
」
に
相
当
す
る
訳
語
を
欠
い
て
い
る

が
、
漢
訳
と
同
じ
で
あ
る
。
同
様
の
現
代
語
訳
が
二
五
四
頁
に
も
出
る
の
で
、
こ
れ
は
誤

訳
で
は

な
く
、
著
者
の
意
図
的
訳
出
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
著
者
の
独
自
の

訳
出
に
つ
い
て
の
説
明
は
示
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
書
に
誤
植
は
極
め
て
希
で
、

読
者
が
そ
れ
を
容
易
に
正
し
く
判
定
し
誤
解
を
招
く
よ
う
な
こ
と
は
な
い
程
度
で
、
無
き

に

等
し
い
．

　
平

川
彰
教
授
が
「
序
」
の
中
で
指
摘
す
る
如
く
「
木
書
は
、
『
法
華
経
菩
薩
思
想
の
基

礎
』
と
題
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
法
華
経
』
の
示
し
て
い
る
菩
薩
思
想
の
根
本
理
念
」

に

言
及

を
試
み
た
と
こ
ろ
に
学
問
的
真
献
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
加
え
て
、
本

書
が
注
記
に

お

い

て
示
す
従
来
の
斯
の
分
野
に
関
連
す
る
学
者
の
諸
説
へ
の
言
及
は
、
取

分

け
便
利
で
あ
・
リ
、
研
究
者
を
枳
益
し
、
有
意
義
で
あ
る
。

　
東
京
・
春
秋
社
、
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
年
）
二
月
九
日
、
’
（
序
五
頁
、
自
序
・

　
凡

例
・
目
次
l
五
頁
）
三
二
五
頁
、
索
引
七
頁
、
英
文
要
旨
四
五
頁
。
七
o
o
o
円


